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基本計画原案作成シート

まちづくりの目標 ４．環境にやさしく、自然と都市機能が調和した、住みやすいまち 主担当課 環境モデル都市推進課・環境保全課
小分野 ４３１ 低炭素・循環型社会 関係課 教育総務課・教育指導課・こども課

1．第５次総合計画後期基本計画の成果と課題

小分野 現状と課題 4年後のまち 指標 4年後のまちに向けて
実現できた主な成果

4年後のまちに向けて
残した主な課題
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本市における平成24年度の市民１人当たりのごみの総
排出量（家庭系ごみ）は、年間 223 ㎏（1 日当たり
612ｇ）となっており、近年、減少傾向にはありますが、一
方では地球温暖化などの環境問題が深刻化し、環境負荷
の少ない「循環型社会」へのさらなるシフトが重要な課題と
なっています。
このような課題に対しては、市民一人ひとりのごみ問題へ

の意識の向上が必要であり、ごみ減量化・リサイクルを進め
るうえで市民、事業者と連携を図っていく必要があります。
本市では、どこでも講座や小学校でのごみ収集体験学

習の実施、環境フリーマーケット等の環境教育や啓発によ
り、限りある資源の有効利用の促進と、ものを大切にする意
識の向上を図っています。
リユースやリサイクルの取組としては、家庭から出たごみの

中から再使用できるものを提供するリユース市や家庭内で
不用となった陶磁器の拠点回収・無料配布・再資源化等
の各種施策を実施していますが、引き続きごみ減量に向け
た効果的な施策を講じる必要があります。

① ５Ｒ（リデュース、リフューズ、リ
ユース、リペア、リサイクル）の
意識が、市民や事業者に浸透
している。

①１ 一般家庭の一人一日当たりのごみ
の排出量（ｇ）

実績 目指す値 達成
状況H21 H29 H30

625 553 570 ◎

・○○
・○○
・○○

・○○
・○○
・○○

①２ 事業所からの事業系ごみの排出量
（ｔ）

実績 目指す値 達成
状況H21 H29 H30

8,743 8,995 6,721 ×

・○○
・○○
・○○

・○○
・○○
・○○

② ごみ排出のルールが守られ、資
源化による燃やすごみの減量
化が一層進んでいる。

② ごみの再資源化率（％）
実績 目指す値 達成

状況H21 H29 H30
16.3 23.0 30.0 ×

・○○
・○○
・○○

・○○
・○○
・○○
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本市においては、平成２１年４月から開始した生駒市
環境基本計画を確実に実行していくため、市民、団体、事
業者、行政が協働で参画する生駒市環境基本計画推進
会議「ＥＣＯ-ｎｅｔ生駒」を設立しました。
ＥＣＯ-ｎｅｔ生駒では、「豊かな自然と歴史と未来が

融合したまち いこま」の実現を目指し、生駒市環境基本
計画に規定される自然環境、せいかつ環境、まちみち環
境、エネルギー環境の各分野に加えて、各分野を超えて実
施する共通分野のプロジェクト等について取組を行っていま
す。
また、本市では、市の事務事業によって生じる様々な環

境への負荷を減らすために、Ｐｌａｎ（計画・目標設
定）、Ｄｏ（実施）、Ｃｈｅｃｋ（監査）、Ａｃｔｉ
ｏｎ（見直し）というプロセスで継続的に取組を改善し、
環境行動を推進していくため、平成２２年１２月から「生
駒市環境マネジメントシステム」の運用を開始しました。本
市ではこの取組を通して、職員一人ひとりが環境への意識
を高めるとともに、各々の職場において職務を遂行する上で
常に環境への配慮に心がけ、具体的な環境行動を進めて
いくことが求められています。

① 市民・事業者・行政の協働に
より、環境負荷の少ないまちづ
くりが進んでいる。

① 太陽光発電システム設置基数［累
計］（基）

実績 目指す値 達成
状況H21 H29 H30

810 3,200 4,650 ×

・○○
・○○
・○○

・○○
・○○
・○○

② 環境活動に参加するなど環境
に配慮して生活する市民が増
えている。

② 環境活動参加人数[累計]（人）
実績 目指す値 達成

状況H21 H29 H30
4,000 108,045 117,000 ○

・○○
・○○
・○○

・○○
・○○
・○○

第５次総合計画後期基本計画の振り返り（達成

できたことと積み残した課題）第５次総合計画後期基本計画の内容の転記



［資料２－４］
２．第6次総合計画（原案骨子）

第 6次総合計画（原案）

現状と今後5年間の展望 今後５年間の主な課題 ５年後のまち
（2024 年3 月末） 指標（複数候補） 行政の５年間の主な取組 具体的な事業

・○○
・○○
・○○

①○○

②○○

③○○

①○○

※候補として複数の記載可

①１○○（○○課）
①２○○（○○課）
①３○○（○○課）

①１○○（○○課）
①２○○（○○課）
①３○○（○○課）

①１○○（○○課）
①２○○（○○課）
①３○○（○○課）

②○○ ②１○○（○○課）
②２○○（○○課）
②３○○（○○課）

②１○○（○○課）
②２○○（○○課）
②３○○（○○課）

②１○○（○○課）
②２○○（○○課）
②３○○（○○課）

③○○ ③１○○（○○課）
③２○○（○○課）
③３○○（○○課）

③１○○（○○課）
③２○○（○○課）
③３○○（○○課）

③１○○（○○課）
③２○○（○○課）
③３○○（○○課）

３．庁内連携、市民等との協創のアイデア等
５年後のまち

（2024 年3 月末）
課題解決のために
必要な庁内連携

課題解決のために必要な市民・事業者に
果たしてもらいたい役割

課題解決のために取り組みたい「協創」のアイデア
市民と 地域と 事業者・ＮＰＯ等と 他の行政機関等と

① ※上記から引き写し

②

③

４．関連する施策
関連する小分野 連携する内容

第６次総合計画に掲載するアイデア

第６次総合計画に掲載する内容

第６次総合計画に掲載するアイデア


